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ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

 

十
二
月
十
五

日
（
土
）
、
本
学

講
堂
に
お
い
て

「
子
ど
も
の
た
め

の
ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
～
い

ろ
ん
な
声
を
か
さ
ね
て
み
よ
う
！
～
」

（
子
ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ

リ
ー
ズ
第
三
十
五
回
）
を
行
い
ま
し
た

（
第
一
部
十
一
時
、
第
二
部
十
五
時
半

開
演
、
各
六
十
分
、
来
場
者
計
六
百
八

十
八
名
）
。 

出
演
は
「
音

楽
に
よ
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
」
既

習
生
を
含
む
七

名
（
ピ
ア
ノ
・

有
澤
弥
生
、
金

沢
彩
子
、
佐
々

木
茉
悠
、
声
楽
・
南
香
代
子
、
フ
ル
ー

ト
・
中
嶋
み
の
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

賛
助
出
演
・
東
瑛
子
、
チ
ェ
ロ
・
賛
助

出
演
・
藤
原
克
匡
）
。
い
ろ
い
ろ
な
楽

器
の
「
声
」
と
そ
れ
ら
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
を
聞
い
て
頂
く
と
共
に
、
会
場
の
皆

さ
ん
の
声
と
私
た
ち
の
演
奏
と
を
重
ね

て
一
体
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

め
ざ
し
ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
の
始
ま
り
は
、
柔
ら
か

な
ト
ー
ン
・
チ
ャ
イ
ム
の
響
き
。
音
の

重
な
り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
順
に
鳴

ら
し
た
後
、
和
音
と
し
て
響
か
せ
ま
し

た
。
第
一
曲
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

曲
《
く
る
み
割
り
人
形
》
よ
り
〈
花
の

ワ
ル
ツ
〉
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、

ピ
ア
ノ
と
い
う
弦
を
な
ら
す
楽
器
の
グ

ル
ー
プ
と
し
て
演
奏
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、

会
場
の
後
方

か
ら
フ
ル
ー

ト
が
登
場
。

「
音
の
出
る

仕
組
み
が
全

く
違
う
フ
ル

ー
ト
を
加
え

て
一
緒
に
歌
う
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う

か
？
」
と
会
場
に
問
い
か
け
た
上
で
、

Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ
作
曲
《
管
弦
楽
組
曲 

第

二
番
》
よ
り
〈
バ
デ
ィ
ネ
リ
〉
を
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
と
フ
ル

ー
ト
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

次
は
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
が
同
じ
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
ト
ゥ
ッ
テ
ィ
の
例

と
し
て
、
マ
ス
カ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
《
カ

ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
》
の

〈
間
奏
曲
〉
を
、
ま
ず
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
チ
ェ
ロ
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
ル
ガ
ン
、

ピ
ア
ノ
で
同
じ
旋
律
を
一
部
演
奏
し
た

上
で
、
そ
れ
に
歌
声
を
の
せ
た
〈
ア
ヴ

ェ
・
マ
リ
ア
〉
と
し
て
出
演
者
全
員
で

演
奏
し
ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー

ト
も
中
盤
に

入
り
、
こ
こ

で
聴
衆
参
加

の
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
「
声

も
楽
器
、
体

も
楽
器
」
と
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考
え
て
、
会
場
全
体
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
し
ま
す
。
ま
ず
は
会
場
を
二
つ
に
分

け
て
、
歌
と
ボ
デ
ィ
ー
・
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
交

互
に
行
い
、

最
後
は
会

場
全
員
で

同
じ
ポ
ー

ズ
を
取
れ

る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

〈
ジ
ン
グ

ル
・
ベ
ル
〉
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
み

ん
な
で
歌
っ
て
リ
ズ
ム
を
打
っ
て
、
会

場
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。 

次
に
楽
器
の
王
様
と
呼
ば
れ
る
ピ

ア
ノ
の
デ
ュ
オ
（
二
台
ピ
ア
ノ
）
で
、

リ
ス
ト
編
曲
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

〈
交
響
曲
第
九
番 

第
四
楽
章
〉
を
演
奏
。

ピ
ア
ノ
の
誕
生
と
発
展
を
お
話
し
し
た

後
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
演
奏
に
よ
る
Ｊ
．
Ｓ
．

バ
ッ
ハ
の
《
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲

集 

第
一
巻
》
よ
り
〈
前
奏
曲 

第
一
番 

ハ
長
調
〉
に
続
い
て
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

グ
ノ
ー
作
曲
〈
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
〉
を

歌
い
上
げ
ま
し
た
。 

こ
こ
で
会
場
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
、
〈
か
え
る
の
歌
〉
を
輪
唱
し

ま
し
た
。
一
つ
の
旋
律
を
複
数
の
声
部

が
追
い
か
け
っ
こ
し
て
歌
う
の
が
カ
ノ

ン
で
あ
る
と
説
明
し
て
、
実
際
に
歌
う

こ
と
で
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
作
曲
〈
三
つ

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
通
奏
低
音
の
た
め

の
カ
ノ
ン 

二
長
調 

第
一
曲
〉
を
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
フ
ル
ー
ト
、
チ

ェ
ン
バ
ロ
で
演
奏
し
ま
し
た
。 コ

ン
サ
ー

ト
の
最
後
は
、

金
沢
彩
子
編

曲
に
よ
る

〈
ク
リ
ス
マ

ス
・
メ
ド
レ

ー
〉
を
出
演

者
全
員
で
演

奏
。
〈
き
よ

し
こ
の
夜
〉

〈
お
め
で
と

う
ク
リ
ス
マ
ス
〉
〈
そ
り
す
べ
り
〉
〈
赤

鼻
の
ト
ナ
カ
イ
〉
〈
ジ
ン
グ
ル
・
ベ
ル
〉

を
メ
ド
レ
ー
で
奏
で
、
そ
の
中
で
演
奏

を
聞
い
て
も
ら
う
曲
と
、
会
場
の
お
客

様
が
一
緒
に
歌
う
シ
ー
ン
と
を
作
り
ま

し
た
。
最
後
に
出
演
メ
ン
バ
ー
を
紹
介

し
て
、
客
席
か
ら
温
か
い
拍
手
を
頂
き

ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
お
客
様
か
ら

う
れ
し
い
お
声
掛
け
も
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
津
上
智
実
先
生
、
澤
内
崇
先

生
に
よ
る
丁

寧
な
ご
指
導
、

ア
ウ
ト
リ
ー

チ
・
セ
ン
タ

ー
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
や
、

当
日
コ
ン
サ

ー
ト
を
一
緒

に
作
り
上
げ

て
く
れ
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
お

力
添
え
の
お
蔭
と
、
出
演
者
一
同
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

（
南
香
代
子
・
記
） 

（
補
記
）
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
恒
例

の
楽
器
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
パ
イ

プ
・
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
ト
ー
ン
・
チ
ャ
イ
ム
と
ウ
ィ
ン
ド
・

チ
ャ
イ
ム
）
の
楽
器
体
験
を
実
施
し
ま

し
た
。 
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学
外
ア
ウ
ト
リ
ー
チ 

   

兵
庫
中
央
病
院 

 

十
月
三
日
（
水
）
十
四
時
半
か
ら
、

国
立
病
院
機
構
兵
庫
中
央
病
院
（
三

田
市
大
原
一
三
一
四
）
の
「
オ
ー
タ

ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
」（
四
十
五
分
、
三

階
デ
イ
ル
ー
ム
）
に
出
演
し
ま
し
た

（
声
楽
・
初
田
朋
美
、
松
田
彩
起
子
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
藤
井
美
波
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ク
リ

エ
ィ
シ
ョ
ン
・
吉
田
梨
絵
、
ピ
ア
ノ
・

中
島
未
来
）。 

病
院
生

活
の
中
で

私
た
ち
の

演
奏
が
少

し
で
も
患

者
の
皆
様

の
心
の
支

え
と
な
る

よ
う
、
一

人
一
人
が
心
を
込
め
て
演
奏
す
る
こ

と
、
二
重
奏
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
取

り
入
れ
て
音
楽
の
楽
し
さ
や
美
し
さ

を
伝
え
る
こ
と
で
、
素
敵
な
時
間
を

過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
に
と
考
え
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
ま
し
た
。 ま

ず
、

歌
と
ピ

ア
ノ
で

山
田
耕

筰
〈
か

ら
た
ち

の
花
〉
、

中
田
喜

直
〈
わ

た
し
と
、

こ
と
り
と
、
す
ず
と
〉
と
〈
こ
だ
ま

で
し
ょ
う
か
〉
を
独
唱
。
次
に
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
二
重
奏
で
〈
ロ
ン
ド
ン
デ

リ
ー
の
歌
〉、
再
び
独
唱
で
ロ
ッ
シ
ー

ニ
〈
ラ
・
ダ
ン
ツ
ァ
〉、
出
演
者
全
員

で
〈
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
〉
を

演
奏
し
ま
し
た
。〈
幸
せ
な
ら
手
を
た

た
こ
う
〉
で
は
、
患
者
の
皆
様
に
も

一
緒
に
体
を
動
か
し
て
頂
い
た
と
こ

ろ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
ヘ
ン
デ
ル
〈
私
を
泣
か

せ
て
く
だ
さ
い
〉、
ビ
ゼ
ー
の
オ
ペ
ラ

《
カ
ル
メ
ン
》
よ
り
〈
ハ
バ
ネ
ラ
〉

を
独
唱
。
次
に
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
二

重
奏
で
〈
ジ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
〉

を
演
奏
す
る
と
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な

っ
て
い
た
方
も
、
起
き
上
っ
て
足
な

ど
を
動
か
し
な
が
ら
聴
い
て
下
さ
っ

た
の
で
、
そ
の
反
応
に
驚
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
吉
田
梨
絵
編
曲
に
よ
る

全
員
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
〈
赤
と
ん
ぼ
〉

と
〈
故
郷
〉
を
演
奏
。〈
故
郷
〉
は
会

場
の
皆
様
に
も
一
緒
に
歌
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
多
く
の
方
が
一
緒
に
歌
っ

て
下
さ
っ
て
、
中
に
は
涙
を
流
し
な

が
ら
聴
い
て
下
さ
る
方
も
あ
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
拍
手
と
ア
ン
コ
ー

ル
ま
で
頂
い
て
、〈
故
郷
〉
を
も
う
一

度
演
奏
し
ま
し
た
。 

こ
の
コ

ン
サ
ー
ト

は
、
私
た

ち
に
と
っ

て
初
め
て

の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
実

習
だ
っ
た

の
で
、
不

安
と
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、
気
持

ち
を
込
め
て
演
奏
す
る
大
切
さ
と
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
の
組
み
方
な
ど
、

学
ぶ
こ
と
の
多
い
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
兵
庫
中
央
病
院
の
み

な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
初
田
朋
美
・
記
） 



 - 4 - 

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

十
月
十
二
日
（
金
）
十
四
時
半
か

ら
大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
都
島
区
都
島
本
通
二
‐
十

三
‐
二
十
二
）
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
「
オ

ー
タ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
四
十
分
）

に
出
演
し
ま
し
た
（
声
楽
・
初
田
朋

美
、
ピ
ア
ノ
・
中
島
未
来
、
フ
ル
ー

ト
・
濱
悠
理
子
、
チ
ェ
ロ
・
湯
浅
亜

佑
美
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
藤
井
美
波
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ク
リ
エ
ィ
シ
ョ
ン
・
吉
田
梨
絵
）
。 

 

患
者
さ
ん
の
励
み
に
な
る
よ
う
な

コ

ン
サ

ー

ト

に
し

た

い
と

い

う

思

い
で

企

画
と

練

習

を

進
め

ま

し
た
。
患
者

さ

ん
と

の

距

離
を

近

く
す

る

た

め
、
司
会
も
暗
記
、
演
奏
も
暗
譜
を

し
ま
し
た
。
選
曲
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
楽
器
の
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
考
え
ま

し
た
。 

 

ま
ず
は
山
田
耕
筰
〈
か
ら
た
ち
の

花
〉
を
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
で
演
奏

し
ま
し
た
。
曲
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
山
田
耕
筰
が
こ
の
曲

に
込
め
た
思
い
も
お
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
バ
ッ
ハ
《
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組

曲
》
よ
り
〈
第
一
番
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
〉

で
は
、
チ
ェ
ロ
の
豊
か
な
響
き
や
多

声
部
の
絡
み
に
注
目
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
〈
ロ
ン

ド
ン
デ
リ
ー
の
歌
〉
は
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
二
重
奏
の
甘
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
、

シ
ョ
パ
ン
〈
幻
想
即
興
曲
〉
で
は
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
の
情
熱
的
な
演
奏

を
聴
い
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

ア
ク

テ
ィ
ビ

テ
ィ
で

は
、
ス

ペ
イ
ン

民

謡

〈
幸
せ

な
ら
手

を
た
た

こ
う
〉

を
、
手
や
足
を
動
か
し
な
が
ら
一
緒

に
歌
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
は
予
想
以
上
に
大
き
な
声
を
出
し

て
下
さ
っ
て
、
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
の
後
、
会
場
の
雰
囲
気
が
よ
り
暖

か
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

 
後
半
の
一
曲
目
、
安
田
芙
充
央
〈
天

井
の
フ
ル
ー
ト
～
遠
く
の
空
へ
〉
で

は
フ
ル
ー
ト
の
音
色
を
し
っ
と
り
と

聴
か
せ
ま
し
た
。
続
い
て
ロ
ッ
シ
ー

ニ
〈
ラ
・
ダ
ン
ツ
ァ
〉
を
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
独
唱

で
、
ジ
ョ
プ

リ
ン
〈
ジ
・

エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
〉

を
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
二

重
奏
で
演

奏
し
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
軽
快
な
音

楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
最

後
の
二
曲
は
、
出
演
者
の
吉
田
梨
絵

が
編
曲
し
た
山
田
耕
筰
〈
赤
と
ん
ぼ
〉

と
岡
野
貞
一
〈
ふ
る
さ
と
〉
を
メ
ン

バ
ー
全
員
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

 

涙
を
流
し
な
が
ら
演
奏
を
聴
い
て

下
さ
る
方
が
あ
っ
た
り
、「
生
き
生
き

と
し
た
姿
に
夢
を
も
ら
い
ま
し
た
」

と
い
う
お
手
紙
を
頂
い
た
り
し
て
、

私
た
ち
は
音
楽
で
社
会
や
人
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
、
自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

（
藤
井
美
波
・
記
） 
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野
木
病
院 

 

十
月
二
十
七
日
（
土
）
十
三
時
四

十
五
分
よ
り
、
野
木
病
院
（
兵
庫
県

明
石
市
魚
住
町
長
坂
寺
字
ッ
エ
池
一

〇
〇
三
‐
一
）
に
て
一
時
間
の
「
オ

ー
タ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
い
ま

し
た
。
対
象
は
野
木
病
院
の
デ
イ
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
六
〇

～
八
〇
歳
代
の
約
二
十
人
と
職
員
約

十
人
の
計
約
三
十
人
。
実
習
は
初
田

朋
美
（
声
楽
）
、
米
澤
典
子
（
声
楽
）、

祐
成
麻
奈
未
（
ピ
ア
ノ
）、
大
谷
梨
恵

（
ピ
ア
ノ
）
の
四
人
で
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の

実
習
の
ね

ら
い
は
、

普
段
聴
く

機
会
の
少

な
い
ク
ラ

シ
ッ
ク
音

楽
に
触
れ

て
も
ら
う

こ
と
、
全
員
参
加
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ

ィ

を

行

う

こ

と
、
そ
し

て

秋

を

感

じ

さ

せ

る

曲

を

入

れ

る

こ

と

で
し
た
。
曲
間
の
お
話
は
自
分
自
身

の
言
葉
で
話
し
た
か
っ
た
の
で
、
練

習
時
か
ら
あ
え
て
台
本
は
作
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
日
は
聴
衆
の
反
応
を

見
な
が
ら
、
曲
の
解
説
を
詳
し
く
す

る
か
し
な
い
か
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
を

ど
う
す
る
か
等
、
臨
機
応
変
に
考
え

な
が
ら
対
応
し
ま
し
た
。
電
子
ピ
ア

ノ
を
持
参

し
て
、
譜

面
台
で
演

奏
者
の
顔

が
隠
れ
な

い
よ
う
に

向
き
を
水

平
に
し
、

視
覚
的
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
工
夫
し
ま
し
た
。 

最
初
の
印
象
が
大
切
だ
と
考
え
、

拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
後
、
挨
拶
を
せ

ず
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
《
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》
よ
り
〈
序
曲
〉
を

声
楽
二
重
唱
と
ピ
ア
ノ
連
弾
で
演
奏

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、〈
カ
ー
ロ
・
ミ

オ
・
ベ
ン
〉
、
〈
恋
と
は
ど
ん
な
も
の

か
し
ら
〉
、
〈
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
五

番
〉（
ピ
ア
ノ
連
弾
）、〈
き
ら
き
ら
星

変
奏
曲
〉
な
ど
、
短
い
曲
と
長
い
曲

を
組
み
合
わ
せ
て
演
奏
し
ま
し
た
。 

歌

曲

を

一
緒
に
口

ず
さ
ん
で

く
れ
た
り
、

ピ
ア
ノ
連

弾
で
「
ヘ

イ
！
」
と
合

い
の
手
を

入
れ
て
く

れ
た
り
、
聴
衆
の
自
然
な
反
応
が
私

た
ち
の
緊
張
を
解
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

全
員
参
加
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
は
、
人
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

一
人
に
一
つ
ず
つ
楽
器
（
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、
鳴
子
、

タ
ン
バ
リ
ン
や
太
鼓
）
を
配
り
ま
し

た
。
初
め
は
楽
器
を
持
っ
た
こ
と
が

な
い
か
ら
と

断
る
方
も
い

ま
し
た
が
、

職
員
の
方
々

の
お
手
伝
い

も
あ
り
、
最

終
的
に
は
皆

が
楽
器
を
持
っ
て
演
奏
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
曲
目
は
秋
を
感
じ
さ
せ
る

〈
虫
の
こ
え
〉
と
〈
村
祭
〉。
楽
器
別

に
四
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
四
種
の
「
虫

の
こ
え
」
を
表
現
し
た
後
、〈
村
祭
〉

で
皆
さ
ん
と
私
た
ち
の
全
員
で
大
合

奏
し
ま
し
た
。 

最
後
に
お
客
様
一
人
一
人
と
握
手

を
し
て
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

（
大
谷
梨
恵
・
記
） 
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春
風
幼
稚
園 

 

十
一
月
十
三
日
（
火
）
十
時
か
ら
、

西
宮
市
立
春
風
幼
稚
園
（
西
宮
市
今

津
野
田
町
二
‐
六
）
の
ホ
ー
ル
で
、

園
児
を
対
象
と
す
る
「
春
風
幼
稚
園

コ
ン
サ
ー
ト
」
（
四
十
分
）
の
実
習

を
行
い
ま
し
た
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・

鶴
房
采
花
、
ピ
ア
ノ
・
大
谷
梨
恵
、

ピ
ア
ノ
／
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
祐
成
麻

奈
未
、
声
楽
・
米
澤
典
子
）
。 

普
段
聞
く
機
会
の
少
な
い
ク
ラ
シ

ッ
ク
音

楽
に
楽

し
み
な

が
ら
触

れ
て
も

ら
う
こ

と
、
金
管

楽
器
を

知
っ
て

も
ら
う

こ
と
を
目
標
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み

ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
の
幕
開
け
は
、
後
方

か
ら
華
や
か
に
登
場
し
て
、
出
演
者

全
員
に
よ
る
宮
川
彬
良
作
曲
〈
ゆ
う

が
た
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
〉
で
す
。
続
い

て
ド
イ
ツ
民
謡
〈
山
の
音
楽
家
〉
で

は
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
各
々
が
楽
器

を
披
露
。
金
管
楽
器
の
迫
力
に
目
を

大
き
く
見
開
く
子
や
、
ピ
ア
ノ
の
演

奏
と
共
に
リ
ズ
ム
を
取
り
出
す
子
ど

も
、
演
奏
者
の
名
札
を
見
て
う
れ
し

そ
う
に
名
前
を
呼
ぶ
子
な
ど
、
温
か

な
雰
囲
気
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

次
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
オ
ペ
ラ
《
仮

面
舞
踏
会
》
か
ら
ア
リ
ア
〈
空
の
星

を
ご
覧
な
さ
い
〉
。
楽
器
紹
介
を
兼

ね
て
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
〈
エ

ー
デ
ル
・
ワ
イ
ス
〉
を
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
で
、
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
〈
ア
イ
・

ガ
ッ
ト
・
リ
ズ
ム
〉
を
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
で
演

奏
。
ト

ラ
ン
ペ

ッ
ト
に

つ
い
て

は
、
管

の
長
さ

（
約
一

五
〇
セ

ン
チ
）

の
紐
と

園
児
の

身
長
を

比
較
し
、

ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
は
何
の
動
物
に
似
て
い
る
か

な
、
と
質
問
し
て
〈
ぞ
う
さ
ん
〉
を

聞
き
ま
し
た
。 

ピ
ア
ノ
連
弾
に
よ
る
ブ
ラ
ー
ム
ス

〈
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
五
番
〉
で
音

の
強
弱
と
緩
急
の
変
化
を
感
じ
て
も

ら
っ
た
後
、
〈
お
お
き
な
た
い
こ
〉

を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歌
と
手
拍

子
で
表
現
。
〈
さ
ん
ぽ
〉
の
合
唱
で

は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
も
加
わ
り
、
間
近

で
見
る
楽
器
に
子
ど
も
た
ち
も
興
味

を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。 

〈
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
の
歌
〉
を
ピ

ア
ノ
伴
奏
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
独
奏
で

演
奏
し
、
最
後
に
吉
田
梨
絵
編
曲
に

よ
る
〈
春
風
幼
稚
園
園
歌
〉
を
会
場

の
全
員
で
演
奏
し
ま
し
た
。 

ア
ン
コ
ー
ル
は
ピ
ア
ノ
連
弾
に
よ

る
シ
ュ

ト
ラ
ウ

ス
〈
ラ
デ

ツ
キ
ー

行
進
曲
〉

で
出
演

者
が
フ

ォ
ル
テ

と
ピ
ア

ノ
を
指
示
し
、
園
児
も
そ
れ
に
合
わ

せ
て
手
拍
子
で
参
加
し
ま
し
た
。 

原
稿
を
持
た
ず
に
話
す
こ
と
で
、

園
児
と
の
距
離
も
近
づ
き
、
自
然
な

進
行
を
運
ぶ
力
も
つ
き
ま
し
た
。
見

学
の
三
年
生
と
四
年
生
が
立
ち
位
置

の
確
認
や
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

の
も
、
よ
い
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

（
米
澤
典
子
・
記
） 
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神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー 

中
央
市
民
病
院  

十
一
月
十
五
日
（
木
）
十
五
時
か

ら
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央

市
民
病
院
（
神
戸
市
中
央
区
港
島
南

町
二
の
一
の
一
）
講
堂
で
「
ハ
ー
ト

フ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し

た
。
入
院
患
者
に
加
え
て
、
院
内
放

送
を
聴
い
て
来
場
さ
れ
た
方
も
多
く
、

幅
広
い
年
齢
層
の
お
客
様
を
迎
え
ま

し
た
。
出
演
は
熊
谷
瑞
季
（
ピ
ア
ノ
）
、

松
田
彩
起
子
（
声
楽
）、
藤
井
美
波
（
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
）、
鶴
房
采
花
（
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
）
、
濱
悠
理
子
（
フ
ル
ー
ト
）

の
五
名
で
す
。 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
各
曲
が

「
心
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
に

触
れ
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
。

季
節
感
の
感
じ

ら
れ
る
中
田
喜

直
の
〈
小
さ
い

秋
見
つ
け
た
〉
や
渡
辺
茂
の
〈
た
き

火
〉
で
は
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
口
ず
さ
む
方
も
多
く
、
山

田
耕
筰
の
〈
こ
の
道
〉
を
演
奏
し
た

際
に
は
、
聴
い
て
涙
を
流
す
方
も
あ

り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
の
揺
れ
る
リ
ズ

ム
が
小
気
味
良
い
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
作

曲
〈
ア
イ
・
ガ
ッ
ト
・
リ
ズ
ム
〉
を

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
独
奏
と
ピ
ア
ノ
伴
奏

で
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
《
ト
ゥ

ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
》
よ
り
〈
誰
も
寝
て

は
な
ら
ぬ
〉
を
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
二
重

奏
で
演
奏
。
フ
ル
ー
ト
・
ソ
ロ
に
よ

る
安
田
芙

充

央

の

〈
天
上
の

フ
ル
ー
ト

～
遠
く
の

空
へ
〉
で

は
、
ゆ
っ

た
り
と
音

楽
に
身
を
預
け
て
心
安
ら
ぐ
空
間
を

演
出
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ン
コ

ー
ル
も
頂
き
、
会
場
の
皆
さ
ん
で
岡

野
貞
一
の
〈
故
郷
〉
を
合
唱
し
ま
し

た
。
病
院
で
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
初

め
て
の
メ
ン
バ
ー
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
対
象
者
の
大
半
が
大
人
と
い

う
環
境
で
、
そ
の
場
に
い
る
方
々
と

一
体
に
な
っ
て
音
楽
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
何
よ
り
う
れ
し
く

感

じ

ま

し
た
。 

当

病

院

の

コ

ン

サ

ー

ト
で
は
、

こ

れ

ま

で

会

場

の

客

席

を

縦

向

き
に
配

置
し
て

い
た
も

の
を
、

今
回
初

め
て
横

向
き
の

楕
円
状

に
し
て

配
置
す

る
と
い

う
試
み
を
し
ま
し
た
。
演
奏
者
と
お

客
様
の
距
離
が
近
く
な
っ
て
、
よ
い

結
果
を
生
み
ま
し
た
が
、
会
場
リ
ハ

ー
サ
ル
で
演
奏
よ
り
も
椅
子
並
べ
に

時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
の
が
一
つ

の
反
省
点
で
す
。
音
響
や
出
演
者
の

動
線
だ
け
で
な
く
、
椅
子
の
並
べ
方

に
つ
い
て
も
事
前
に
綿
密
な
打
ち
合

わ
せ
を
行
う
こ
と
を
、
今
後
の
教
訓

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（
鶴
房
采
花
、
熊
谷
瑞
季
・
記
） 
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雲
雀
丘
学
園
小
学
校 

 

十
二
月
十
八
日
（
火
）、
雲
雀
丘
学

園
小
学
校
（
宝
塚
市
雲
雀
丘
四
‐
二

‐
一
）
の
音
楽
室
に
お
い
て
、
四
年

生
の
四
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
実
習
（
各
四
十
分
）
を
行

い
ま
し
た
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
藤
井

美
波
、
鶴
房
采
花
、
吉
田
梨
絵
、
ホ

ル
ン
・
初
田
朋
美
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・

米
澤
典
子
、
祐
成
麻
奈
未
、
ピ
ア
ノ
・

大
谷
梨
恵
）。 

今
回
は
「
金
管
楽
器
を
知
ろ
う
！
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
普
段
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
い
金
管
楽
器
に
つ
い
て
深

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま

し
た
。 

 

ま
ず
ト

ロ
ン
ボ
ー

ン
三
本
と

歌
と

ピ
ア

ノ
に
よ
る

宮
川
彬
良

〈
ゆ
う
が
た
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
〉
（
編

曲
・
吉
田
梨
絵
）
で
幕
開
け
。 

 

続
い
て
、
今
回
の
メ
イ
ン
楽
器
で

あ
る
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
ト
リ
オ
に
よ

る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ー
バ
ー
《
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ヴ
ィ
ネ
ッ
ツ
》。
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
島
の
様
々
な
情
景
を
描
い
た
七

曲
の
組
曲
の
中
か
ら
、
第
一
曲
〈
イ

ー
ス
ト
・
リ
バ
ー
に
映
る
影
〉、
第
五

曲
〈
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
祝
祭
〉、
第
七
曲

〈
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
の
戯
れ
〉

を
演
奏
し
ま
し
た
。
模
造
紙
に
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
島
の
地
図
を
描
き
、
各
地

区
の
写
真
を
貼
っ
た
も
の
を
用
意
し

て
、
視
覚
的
に
も
分
か
り
や
す
い
説

明
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
デ
ュ
オ

に
よ
る
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
《
ト

ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
》
よ
り
〈
誰
も
寝

て
は
な
ら
ぬ
〉（
編
曲
・
山
口
景
子
）。

生
徒
た
ち
は
目
の
前
の
二
本
の
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
が
奏
で
る
美
し
い
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
、

ホ
ル
ン
と

ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
も
登

場
。
こ
れ
ら

金
管
楽
器

の
特
徴
や

歴
史
、
各
楽

器
の
違
い
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
大
き
さ
の
違
い
を

見
比
べ
た
り
、
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
管

の
長
さ
を
比
べ
た
り
、
三
種
（
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
と
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
）
の
違
い
を
実
感
し
て
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。 

 

最
後
は
全
て
の
楽
器
に
よ
る
《
ク

リ
ス
マ
ス
・
メ
ド
レ
ー
》（
編
曲
・
上

明
子
）
。〈
ひ
い
ら
ぎ
か
ざ
ろ
う
〉〈
ジ

ン
グ
ル
・
ベ
ル
〉〈
神
の
御
子
は
〉〈
サ

ン
タ
が
町
に
や
っ
て
く
る
〉
を
次
々

と
演
奏
す
る
と
、
リ
ズ
ム
に
の
っ
て

体
を
動
か
し
た
り
、
歌
を
口
ず
さ
ん

だ
り
、
生
徒
た
ち
も
楽
し
ん
で
聴
い

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
「
ピ
ー
ボ
ー
ン
」
を
紹
介
し
て
、

赤
、
黄
、
緑
の
三
色
の
ピ
ー
ボ
ー
ン

で
《
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ヴ
ィ
ネ
ッ
ツ
》

の
第
二
曲
〈
パ
ー
ク
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー

の
プ
ー
ド
ル
た
ち
〉
を
演
奏
し
た
後

は
、
楽
器
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
。
生
徒

た
ち
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、

ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
（
ピ
ー
ボ
ー

ン
）
の
い
ず
れ

か
を
選
ん
で

体
験
し
ま
し

た
。
楽
器
に
触

れ
る
の
は
う

れ
し
か
っ
た
よ
う
で
、
笑
顔
で
帰
っ

て
行
く
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

四
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
で
反
応
が
違

い
ま
し
た
が
、
音
楽
の
山
本
雅
子
先

生
、
岡
村
圭
一
郎
先
生
と
各
組
の
担

任
の
先
生
、
見
学
者
に
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
頂
い
て
、
回
を
重
ね
る
毎
に
臨

機
応
変
な
対
応
が
で
き
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
（
祐
成
麻
奈
未
・
記
） 
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子
ど
も
の
た
め
の 

音
楽
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

    

津
上
智
実 

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
長
） 

  

十
月
二
十
日
（
土
）
十
時
か
ら
十

六
時
ま
で
、
第
三
回
「
音
で
遊
ぼ
う
！

子
ど
も
の
た
め
の
音
楽
作
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
音
楽
館
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
音
楽
学
部
生
二
十
七
名
（
一

年
生
六
名
、
二
年
生
六
名
、
三
年
生

十
一
名
、
四
年
生
四
名
）
と
近
隣
の

子
ど
も
た
ち
（
小
学
校
三
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
）
三
十
九
名
が
一
緒
に

音
楽
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
、
東
京
音
楽
大
学
、
昭
和

音
楽
大
学
と
の
三
大
学
連
携
の
一
環

と
し
て
、
十
月
十
六
日
か
ら
の
五
日

間
、
本
学
で
「
音
楽
作
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
研
修
」
を
実
施
し
、
そ
の
最

終
日
に
学
生
の
学
び
の
仕
上
げ
と
し

て
組
ん
だ
も
の
で
す
。
指
導
役
に
は
、

英
国
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
音
楽
院
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
修
士
の
三
名
（
チ
ェ
ロ
奏

者
の
英
国
人
タ
ラ
・
フ
ラ
ン
ク
ス
と

打
楽
器
奏
者
の
ガ
ー
ナ
人
イ
シ
ュ
マ

エ
ル
・
ア
フ
ラ
・
サ
ッ
キ
ー
が
来
日

し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
要
員
の
東
瑛
子
と
協
力
）
が

当
た
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
等

の
全
体
ワ
ー
ク
の
後
、
打
楽
器
、
歌
、

管
楽
器
、
弦
楽
器
を
中
心
と
す
る
四

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
英
語
の
「
風

の
歌 

」
（N

o 
o
n
e 

ca
n 

g
u
e
s
s
, 

n
o
b
o
d
y 

k
n
ow
s
,
 
wh
e
r
e
 
t
he
 
w
i
n
d 

c
o
m
e
s
 
f
r
o
m,
 
w
he
r
e
 
th
e 

w
i
n
d 

g
o
e
s

）
を
主
要
素
材
に
、
学
生
と
子

ど
も
た
ち

が
ア
イ
デ

ィ
ア
を
出

し
合
っ
て

音
楽
作
り

を
し
ま
し

た
。
そ
れ
を

互
い
に
聴

き
合
っ
た

後
、
講
師
の

リ
ー
ド
で

様
々
に
組

み
合
わ
せ

て
展
開
し

て
い
き
ま

し
た
。
最
後

に
保
護
者
を
客
席
に
迎
え
て
、
今
日

の
成
果
を
披
露
し
、
ア
フ
ラ
の
指
導

で
ブ
ギ
・
ダ
ン
ス
を
会
場
一
杯
に
繰

り
広
げ
る
と
、
盛
ん
な
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
、
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
・
ヴ

ィ
デ
オ
に
よ
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

神
戸
芸
術
工
科
大
学
の
曽
和
具
之
准

教
授
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
の
活
動
を
撮
影
し
て
六
分
ほ

ど
の
フ
ィ
ル
ム
に
ま
と
め
た
も
の
で
、

上
映
後
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
学
生
の
振
り
返
り

を
行
な
い
、
子
ど
も
の
自
由
な
発
想

に
対
す
る
驚
き
や
、
皆
で
音
楽
を
作

り
上
げ
る
楽
し
さ
に
つ
い
て
の
新
鮮

な
印
象
等
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
全
員
の
意
見
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

取
り
入
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
と
い
っ
た
、
今
後
の
課
題
に
繋
が

る
質
問
も
多
数
出
て
、
充
実
し
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。 
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履
修
生
紹
介 

    

藤
井 

美
波
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
） 

実
習
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
作
る
時
に
は
、

お
客
さ
ん
の
年

齢
や
好
み
な
ど

を
詳
し
く
知
り
、

こ
ち
ら
が
何
を

伝
え
た
い
の
か

も
は
っ
き
り
と
意
志
を
持
っ
て
、選
曲
や

演
出
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
考
え
ま
し

た
。お
客
さ
ん
と
の
距
離
を
近
く
す
る
た

め
に
司
会
を
暗
記
、
楽
譜
を
暗
譜
し
て
、

内
向
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、お
客
さ
ん
の
反
応
を
見
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、音
楽
の
力
を
改
め
て

実
感
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
貴
重
な
経

験
は
、社
会
に
出
て
音
楽
活
動
を
す
る
上

で
必
ず
生
か
せ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

  

濱 

悠
理
子
（
フ
ル
ー
ト
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
授
業
を
通
し
て
、

音
楽
の
す
ば
ら

し
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
空
間
に
い

る
全
員
で
音
楽
を
共
有
す
る
一
体
感
や
、 

そ
の
場
に
流
れ
る
優
し
い
空
気
を
感
じ
、

実
習
が
終
わ
る
と
い
つ
も
温
か
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。実
習
で
出
会
っ
た
皆

さ
ん
の
笑
顔
、
忘
れ
ま
せ
ん
。 

 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
は
、普
段
の
演
奏
で

は
あ
ま
り
意
識
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、た

く
さ
ん
考
え
ま
し
た
。目
線
や
表
情
な
ど
、

授
業
で
色
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
得
た
経
験

を
生
か
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

  

初
田 

朋
美
（
声
楽
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
実
習
を
通
し
て
、
音
楽

の
力
の
大
き
さ
と
、

音
楽
を
通
し
て
人

と
心
を
通
じ
合
う

こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
仲
間
と
協
力
し
、
意
見

を
言
い
合
い
、
互
い
に
成
長
す
る
う
れ
し

さ
も
実
感
し
ま
し
た
。
毎
回
の
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
で
得
る
も
の
も
多
く
、
将
来
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
忙
し
い

時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
で
、
と
て

も
い
い
経
験
に
な
る
と
思
う
の
で
、
迷
っ

て
い
る
人
は
ぜ
ひ
履
修
し
て
み
て
下
さ
い
。 

熊
谷 

瑞
季
（
ピ
ア
ノ
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
通
し
て
、
自
分
の
演

奏
表
現
が
い
つ
も

聴
き
手
に
対
し
て

開
か
れ
た
状
態
で

い
る
こ
と
が
大
切

だ
と
学
び
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画

す
る
ご
と
に
履
修
者
同
士
で
議
論
し
合
い
、

時
間
を
作
っ
て
練
習
を
重
ね
る
の
は
決
し

て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
得
る
達
成
感
は
自
分
に
と
っ
て
必
ず

価
値
あ
る
経
験
に
な
り
ま
す
。
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
に
は
「
一
歩
踏
み
出
し
、
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

社
会
に
貢
献
す
る
音
楽
の
あ
り
方
の
一
つ

を
ぜ
ひ
学
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

  

松
田 

彩
起
子
（
声
楽
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
履
修
し
常
に
考
え

続
け

た
こ

と
は

「
今
の
私
た
ち
に

出
来
る
こ
と
は
何

か
」
と
い
う
こ
と

で
す
。対
象
者
の
需
要
に
合
わ
せ
て
曲
目

を
選
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、出
演
者
で
決
め

た
テ
ー
マ
か
ら
逸
れ
ず
に
、需
要
に
い
か

に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。自
分
の
好
き
な
曲
を
演
奏
す
る

の
は
発
表
会
で
す
。
内
容
を
深
め
、
テ
ー

マ
に
沿
い
、想
い
を
伝
え
る
こ
と
を
考
え

続
け
な
い
と
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
は
言
え

な
い
と
最
後
ま
で
感
じ
る
授
業
で
し
た
。 

 

大
谷 

梨
恵
（
ピ
ア
ノ
） 

普
段
自
分
が
出
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト
と

は
異
な
る
舞
台
を

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で

は
経
験
し
ま
し
た
。

聴
衆
目
線
に
立
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
か
ら
始
ま
り
、
限
ら

れ
た
メ
ン
バ
ー
と
時
間
で
い
か
に
満
足
の

い
く
も
の
に
す
る
か
。
意
見
を
ぶ
つ
け
合

い
、
何
度
も
何
度
も
考
え
直
し
、
最
後
に

は
聴
衆
か
ら
拍
手
や
パ
ワ
ー
を
頂
く
。
こ

れ
こ
そ
が
私
の
や
り
た
か
っ
た
こ
と
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
音
楽
っ
て
こ
ん
な

に
す
ば
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
も
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

祐
成 

麻
奈
未
（
ピ
ア
ノ
） 

こ
の
一
年
間
で
講
堂
、
幼
稚
園
、
小
学

校
、
病
院
と
様
々

な
場
所
で
の
実

習
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
や

対
象
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
お
話
、
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接
し
方
な
ど
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。紆
余
曲
折
が
あ

り
な
が
ら
も
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
こ
の
す
ば
ら
し
い
環
境
に
幸

せ
を
感
じ
る
と
共
に
、一
緒
に
取
り
組
ん

で
来
た
仲
間
や
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。可

能
性
は
無
限
大
。皆
さ
ん
も
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
み
て
下
さ
い
！ 

  

鶴
房 

采
花
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
） 

私
は
数
々
の
実
習
を
経
験
す
る
と
共

に
、
少
し
ず
つ

自
分
の
可
能
性

を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
実
習

を
始
め
、
幼
稚
園
や
病
院
、
小
学
校
で

の
実
習
と
様
々
な
年
齢
層
を
前
に
し
て
、

ど
の
よ
う
な
お
話
や
演
奏
を
す
れ
ば
興

味
深
く
思
っ
て
も
ら
え
る
の
か
を
考
え

な
が
ら
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
実
際
の

実
習
で
は
、
予
想
以
上
に
現
場
の
空
気

感
が
あ
り
、
そ
れ
を
感
じ
な
が
ら
練
習

よ
り
も
発
展
さ
せ
た
本
番
を
実
現
で
き

た
の
が
と
て
も
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。 

 

米
澤 

典
子
（
声
楽
） 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
関
わ
り
た
く
て
神

戸
女
学
院
大
学

に
入
学
し
た
私

に
と
っ
て
、
こ

の
一
年
半
は
充

実
し
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
聞
い
て

く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
、

「
ま
た
来
て
ね
」
と
言
っ
て
頂
け
る
う

れ
し
さ
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
音
楽
は
ど
の
社
会
に
も
必
要
な
力

の
源
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
十
一
期
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。 

  

吉
田 

梨
絵 

（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
ィ
シ
ョ
ン
） 

実
習
先
で
病
院
の
患
者
さ
ん
が
涙
を

流
し
て
い
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が

楽
し
そ
う
に
聴

い
て
く
れ
た
り
、

聴
き
手
の
喜
び
は
、
私
た
ち
の
喜
び
に

繋
が
り
ま
し
た
。
誰
か
の
た
め
に
演
奏

す
る
こ
と
で
、
試
験
と
は
違
っ
た
も
の

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ
ハ
ー

サ
ル
で
は
仲
間
同
士
で
意
見
を
出
し
合

い
、
自
分
で
は
気
付
き
に
く
い
癖
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
り
、
皆
で
演
奏
会
を

作
り
上
げ
る
中
で
一
緒
に
考
え
た
り
、

助
け
合
っ
た
り
し
て
、
お
互
い
の
仲
も

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

  

湯
浅 

亜
佑
美
（
チ
ェ
ロ
） 

「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
の

実
習
を
履
修
し

て
、
講
義
か
ら

進
ん
で
実
践
す

る
こ
と
に
よ
っ

て
、
他
人
を
想

う
気
持
ち
、
た
だ
弾
く
だ
け
で
な
く
心

を
込
め
た
演
奏
、
み
ん
な
で
助
け
合
う

こ
と
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
話
し
合
っ
て

仲
間
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
楽
し
さ
、

大
学
生
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
様
々
な
体

験
や
、
外
に
出
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
貴

重
な
体
験
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
履
修
す
る
後
輩

た
ち
に
は
、
大
学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
自
分
た
ち
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
で

す
。
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。 

 

「
音
楽
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
講
義
）」 

履
修
生
（
十
二
期
生
十
六
名
） 

ピ
ア
ノ 

古
川
莉
紗
、
楠
原
結
実
、
三
好
千
紗
都 

中
田
早
紀
、
中
川
裕
美
子
、
山
出
美
緒 

山
本
里
紗
、
吉
見
友
希 

フ
ル
ー
ト 

廣
瀬
紀
衣
、
山
川
美
和 

ホ
ル
ン 

増
田
明
日
香 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ク
リ
エ
ィ
シ
ョ
ン 

松
尾
璃
奈 

声
楽 奥

村
真
比
呂
、
大
槻
法
子
、
山
田
絵
梨
香 

ハ
ー
プ 

田
中
茜 
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♪2012年度 実習履歴♪ 

 
 

♪子どものためのオルガン・コンサート 
     日時：11月 23日（祝・土）11：00～12：00 

会場：講堂 
出演：松居直美（オルガニスト、2013年度より本学音楽学部非常勤講師） 

助演）片桐聖子（学院オルガニスト） 
助演）西山聡子（学院オルガニスト） 

 
世界的オルガニスト松居直美氏を迎えて 

シリーズ 4年ぶりのオルガン・コンサート！ 
グリム童話「ロバの王子」で、楽しいお話と音楽をお届けします！ 

 
♪子どものためのクリスマス・コンサート」（予定） 

日時：12月 14（土）11：00、15：30（2回公演）  
会場：講堂 

＜企画案公募のお知らせ＞ 
子どものためのクリスマス・コンサートの企画案を公募します！ 

「音楽によるアウトリーチ」既習生を中心とするグループでの企画を募集します。 
応募詳細は、アウトリーチ・センターまでお問い合わせください。 

 

子どものためのコンサート・シリーズ 

 

7 月  7 日 
10 月 3 日 
10 月 12 日 
10 月 20 日 
10 月 27 日 
11 月 13 日 
11 月 15 日 
12 月 10 日 
12 月 18 日 

3 月 6 日 
3 月 7 日 

3 月 14 日 

（土） 
（水） 
（金） 
（土） 
（土） 
（火） 
（木）  
（土） 
（火） 
（水） 
（木） 
（木） 

子どものための七夕コンサート 
国立病院機構兵庫中央病院アウトリーチ 
大阪市立総合医療センターアウトリーチ 
音楽で遊ぼう！子どものための音楽作りワークショップ 
医療法人社団 佳生会 野木病院アウトリーチ 
西宮市立春風幼稚園アウトリーチ 
神戸市立医療センター中央市民病院アウトリーチ 
子どものためのクリスマス・コンサート 
雲雀丘学園小学校アウトリーチ 
兵庫県立明石西高等学校アウトリーチ（予定） 
国立病院機構 刀根山病院アウトリーチ（予定） 
特定非営利活動法人もみの木アウトリーチ（予定） 

音楽をお届けします！！ 
 

「アウトリーチ」とは、「一歩踏み出すこと」「手をさしのべること」。 

大学やホールといった従来の枠にとらわれずに、社会のさまざまな場にすてきな音楽のプログラムをお届けします。 
 

♪小中学校へ：総合的学習支援プログラムとして、  ♪病院や美術館へ：催しの趣旨に沿った手作りの音楽 

子どものための楽しい体験学習を！           プログラムを、心をこめてお届けします。 
 

お問い合わせは… 

神戸女学院大学音楽学部 アウトリーチ・センター（月～金 10：00～15：00） 
〒662-8505 西宮市岡田山 4-1   TEL: 0798-51-8584 FAX: 0798-51-8551 

E-mail：outreach@mail.kobe-c.ac.jp  http://www.kobe-c.ac.jp/musicdp/outreach/ 

編集後記 
今年もたくさんの感動の場面がありました！来年度も様々な出会いがありますように。（寺澤） 

今年度は金管楽器の音色をたくさんお届けすることができました。（三上） 

卒業する学生さんたちの益々の活躍を祈っています♪（藤野） 

アウトリーチの実習報告ページを倍増しました。学生たちの声をお聞き下さい。（津上） 

 


